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男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
３
年
度
男
女

共
同
参
画
週
間
に
あ
た
り
、
「
私
た
ち
、
の
政
治
参
画
！
」
を

７
月
13
日
（
火
）
～
7
月
20
日
（
火
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

※

男
女
共
同
参
画
週
間
（
6
月
23
日
～
29
日
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

事
態
宣
言
期
間
中
の
た
め
7
月
に
変
更
し
て
開
催
。

日
本
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
女
性
活
躍
の
動
き
が
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
２
０
０
６
年
か
ら
毎
年
発
表
し
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（T

h
e

G
lo
b
a
l
G
e
n
d
e
r
G
a
p
In
d
e
x

：G
G
G
I

）
で
は
、
２
０
２
１
年

の
日
本
の
総
合
ス
コ
ア
は
０.

６
５
６
、
順
位
は
１
５
６
カ
国
中

１
２
０
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
日
本
は
、
特
に
「
経
済
」
及

び
「
政
治
」
に
お
け
る
順
位
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
「
経
済
」

の
順
位
は
１
５
６
カ
国
中
１
１
７
位
（
前
回
は
１
１
５
位
）

1

「
政
治
」
の
順
位
は
１
５
６
カ
国
中
１
４
７
位
（
前
回
は
１
４

４
位
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
は
、
２
０
２
１
年
1
月
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
」
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

「
様
々
な
分
野
に
お
け
る
男
女
の
地
位
の
平
等
意
識
（
全

体
）
」
の
項
目
に
お
い
て
は
、
「
学
校
教
育
」
の
場
で
は
男
女

の
平
等
感
が
一
番
高
い
の
に
対
し
て
、
「
政
治
の
場
」
で
は
、

80
％
以
上
の
人
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る
」
と
感
じ
て
お
り
、
男
女
の
平
等
感
が
低
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
「
自
治
体
、
議
員
、
企
業
の
管
理
職
へ
の
女

性
参
画
が
少
な
い
理
由
」
の
項
目
に
お
い
て
は
、
男
女
と
も
に

30
％
以
上
の
人
が
「
男
性
優
位
の
社
会
の
仕
組
み
や
制
度
が
あ

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
の
女
性
議
員
の
状
況

沖
縄
県
の
女
性
議
員
の
割
合
は
、
全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
、

県
議
会
で
は
3.

1
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
市
議
会
で

は
5.

1
ポ
イ
ン
ト
、
町
村
議
会
で
は
3.

3
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

て
お
り
、
国
の
目
標
30
％
に
は
到
達
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
沖
縄
県
で
は
女
性
議
員
が
い
な
い
議
会
の
あ
る
自
治

体
が
1
町
10
村
あ
り
（
２
０
２
１
年
5
月
時
点
）
、
離
島
の
町

村
部
な
ど
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
嘉
手
納
町
は
、
２
０
２
１
年

1
月
の
町
議
選
で
32
年
ぶ
り
に
女
性
議
員
が
誕
生
し
、
女
性
が

い
な
い
「
ゼ
ロ
議

会
」
の
状
況
を
脱

し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
に
一
度
も

女
性
議
員
が
誕
生

し
た
こ
と
が
な
い

自
治
体
も
あ
り
、

意
思
決
定
の
場
に

女
性
が
「
０
人
」

と
い
う
と
こ
ろ
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

様々な分野における男女の地位の平等意識（全体）様々な分野における男女の地位の平等意識（全体）様々な分野における男女の地位の平等意識（全体）

自治体、議員、企業の管理職への女性参画が少ない理由

沖縄県の女性議員の割合

参照：令和２年度「男女共同参画社会づくりに関する県民意識調査」報告書

参照：総務省『令和２年12月31日現在
地方公共団体の議会の議員及び長の所属政党派別人員調等』より、おきなわ女性財団作成

こちらからご
覧頂けます。



内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
『
平
成
29
年
度
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け
た
地
方
議
会
議
員
に
関
す
る

調
査
研
究
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
地
方
議
員
で
女
性
議
員
の
増

加
を
阻
む
３
つ
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①

政
治
は
男
性
が
行
う
も
の
と
い
う
意
識

②

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い

③

議
員
活
動
と
家
庭
生
活
の
両
立
環
境
の
未
整
備

そ
の
な
か
で
も
③
で
は
、
育
児
に
伴
う
休
暇
や
休
業
制
度
、

託
児
所
や
授
乳
室
の
有
無
に
つ
い
て
、
休
暇
や
休
業
は
「
6
割

以
上
が
規
定
な
し
」
、
託
児
所
や
授
乳
施
設
は
「
9
割
以
上
が

な
し
」
と
な
っ
て
お
り
、
40
歳
以
下
で
未
就
学
児
を
抱
え
る
女

性
議
員
の
回
答
を
抽
出
し
た
結
果
、
78.

8
％
が
「
議
員
活
動
と

育
児
の
両
立
が
課
題
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

ク
オ
ー
タ
制
と
は

日
本
で
は
、
「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
30
年
５
月
23
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
務
、
政
党
な
ど
へ
の
努

力
義
務
の
た
め
女
性
議
員
を
増
や
す
の
が
難
し
い
現
状
で
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
脱
す
る
た
め
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

の
う
ち
の
一
つ
、
「
ク
オ
ー
タ
制
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は

一
般
的
に
は
、
社
会
的
・
構
造
的
な
差
別
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
者
に
対
し

て
、
一
定
の
範
囲
で
特
別
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
実
質
的
な
機
会
均

等
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
講
じ
る
暫
定
的
な
措
置
の
こ
と
。

沖
縄
県
内
6
政
党
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
公
財
）
お
き
な
わ
女
性
財
団
で
は
、
沖
縄
県
内
の
政
党

が
、
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
意
見
や
方
針
を
も
っ
て
い
る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
12
個
の
質
問
の
中
か
ら
数
個
紹
介
い
た

し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
２
０
２
１
年
5
月
24
日
～
6
月
14
日

【
対
象
政
党
】
自
民
党
沖
縄
県
支
部
連
合
会
、

社
民
民
主
党
沖
縄
連
合
、
日
本
共
産
党
沖
縄
県
委
員
会
、

公
明
党
沖
縄
県
本
部
、
沖
縄
社
会
大
衆
党
、

立
憲
民
主
党
沖
縄
県
連
合

2

ク
オ
ー
タ
制
と
は
、
男
女
間
格
差
を
是
正
す
る
方
策
で
、
性

別
等
を
基
準
に
一
定
の
人
々
や
比
率
を
割
り
当
て
る
制
度
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
世
界
１
９
６
の
国
と
地
域
の
う
ち
、
１
１
８

の
国
と
地
域
（
約
60
％
）
で
、
政
治
分
野
に
お
け
る
性
別
に
よ

る
ク
オ
ー
タ
制
が
国
政
レ
ベ
ル
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日

本
で
は
、
国
政
レ
ベ
ル
で
の
ク
オ
ー
タ
制
は
導
入
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
（
２
０
２
１
年
5
月
現
在
）

①女性議員を増やすことの賛否

④党綱領や政策方針等で女性の
登用を積極的に推進する旨の
文言の有無

⑤クオータ制導入の賛否

⑥「2020年30％」目標達成のために、政党として必要だと思うこと（３つまで回答）

自民 無回答 有権者が政策で候補者を選ぶという基本的なところと、整合性がどうなのか。

社民 賛成 女性の政治進出は女性ならではの政治課題解決につながるから。

共産 賛成
世界では、クオータ制の考えに基づき、女性議員や閣僚を増やすための様々な探求が行われている。日本の「政治分野における男女参画
法」もこの流れのなかに属するものであり、党は誠実に履行する立場である。

公明 賛成 導入によって、女性が議員に挑戦しやすいと思う。

社大 賛成 女性議員を増やすために必要な制度である。

民主 賛成
女性議員を増やすには、クオータ制で議席を割当てることは有効な手段である。約120の国・地域で既に取り組まれ、日本の様に採り入れ
ていない国の方が少数なくらいだ。

その他の回答

女性が背負ってしまっている労働環境、家事環境を男性
が容易に参画できる制度づくり

女性差別撤廃条約選択議定書の早期批准

社民

共産

社民

社民

自民

民主

自民

公明

公明

公明

社大

自民

社大

共産

共産

民主

社大

社民 共産

民主

女性候補者を擁立した政党への補助金支給

「政治分野における男女共同参画推進に関する法律」
に罰則規定を盛り込む等の働きかけ

クオータ制の導入

議会や選挙でのハラスメント防止に関するルール作り

政党幹部への女性登用

議員活動と育児などの両立支援の拡充と実施

女性候補者への教育・研修

議員への政治分野におけるジェンダー教育・研修

その他



３

アンコンシャス・バイアスは「無意識の偏見」「無意識の思い込み」などと訳されます。

自分の経験や育った環境、社会属性によって、自分でも気づかないうちに持つようになった物事の見方や考え方の

ゆがみ・偏りのことを指します。無意識の偏った物の見方は、普段の会話や生活に溢れています。

・血液型をきいて、相手の性格を想像することがある

・性別、世代、学歴などで、相手を見ることがある

・“親が単身赴任です”と聞くと、まずは「父親」を思い浮かべてしまう

・「性別」で任せる仕事や、役割を決めていることがある

・男性から育児や介護休暇の申請があると、「奥さんは？」ととっさに思う

・子育て中の女性に、転勤を伴う仕事の打診はしない方がいいと思う

アンコンシャス・バイアスは日常に溢れていて、誰にでもあるものです。ただ、あることそのものが悪いわけで

はありません。

問題なのは、「決めつけ」たり「押し付け」たりすることで、自分と違う考え方を受け止められず違うアイデア

を活かすことができなかったり、気づかないうちに相手を傷つけたり、差別することに繋がり、一人ひとりの個性

や能力を活かしてその人らしく生きることができなくなることです。

価値観の決めつけ言葉

能力の決めつけ言葉

解釈の押しつけ言葉
（違う解釈を受け入れない）

理想の押しつけ言葉
（自分の理想を相手に求める）

アンコンシャス・バイアスをなくすことは難しいことです。しかし、自分自身の思い込みや偏見に気づき、正し

い知識を身につけ、より多くの視点、より幅広い視野を持つことができるようになれば、より客観的で公平な判断

ができるようになります。

●“普通”そうだ
●“たいてい”こうだ など

●どうせムリ・どうせダメ
●そんなことできるわけない など

●そんなはずはない
●こうに決まってる など

●こうある“べき”だ
●こうでないとダメだ など

アンコンシャス・バイアスに気づくと、

属性とは関係なく、一人ひとりが異な

る存在として、個性を尊重し合うこと

ができます。

アンコンシャス・バイアスへの感度が

高まると、組織の柔軟性が高まり、変

化に対応しやすくなります。

無意識に考えて
いるかも！？

参照：内閣府男女共同参画局 広報誌「共同参画」 第144号：2021年5月号



沖縄県では、すべての県民の尊厳を等しく守り、個々の違いを認め合い、互いに尊

重しあう共生の社会づくりを目指し、令和３年３月２６日に『沖縄県性の多様性尊重

宣言（美ら島にじいろ宣言）』を行いました。

今後の取組について沖縄県では、

この宣言をもとに、全ての人の性

のありようを尊重し、差別や暴力

のない人権が尊重される社会をつ

くることを県民全体で共有してい

きたいと考えております。

県としましては、県民に対する

性の多様性に関する啓発活動を行

い、多様な声に耳を傾ける相談体

制の充実や、多様な性を理由とす

る困難を解消するために様々な取

組を進めていきます。

この宣言のもとに、公益財団法人おきなわ女性財団では令和３年４月10日より

性の多様性に関する相談窓口「にじいろ相談」を設置しました。

098-880-8434
相談日：毎週土曜
方 法：電話／面接

（※面接相談は要予約）

時 間：10時～17時

休 日：年末年始

☎ 相談無料
（通話料は相談者
負担になります）

人間はいろいろ、性のあり方もいろいろ。
セクシュアリティに関わる悩みや困りごと、
どなたでも気軽にご利用できる相談窓口です。

◆ご本人だけでなく、
ご家族や周囲の方からのご相談もお受けします。

ひとりで悩んでいませんか？

４



沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」図書情報室は、

女性の地位向上、男女共同参画社会づくりをめざして、女性問

題に関する図書、AV資料、行政資料、県内外の女性関連施設

概要、紀要、専門誌（紙）などの収集・提供を行う専門図書室

です。社会環境の変化に伴い生じる女性問題の的確な把握、課

題解決に向けた調査・研究の場、情報発信の場として、県民の

様々な活動を支援します。

●時 間：火曜日〜土曜日 9：00〜20：00、 日曜日 9：00〜17：00
●休室日：毎週月曜日（休館日）、毎月第1 水曜日（室内整理日）、2月1日〜2月15日（特別整理期間）

12月29日〜1月3日（年末年始）
●借りる：住所・氏名の確認できるもの（運転免許証・健康保険証・学生証）などをご持参ください。

沖縄県内在住の方であればご利用できます。
●期 間：１人10冊まで、２週間。

※ 雑誌は最新号以外を借りることができます。
※ 行政資料・館内ラベルの資料は室内閲覧のみになります。

●問い合わせ：沖縄県男女共同参画センターてぃるる TEL 098-866-9090（代）

ご利用方法

てぃるる図書情報室のご案内

国は、毎年6月23日から29日までの1週間「男女共同参画週間」を

実施しています。自分らしい人生を実現するために「女だから、男

だから」ではなく、多様な働き方、自分らしい生き方を目指し、す

べての人が生きやすい社会を一緒に考えませんか。そこで今回は、

「男女共同参画」に関する本を3冊ご紹介します。

※上記の資料だけではなく、「沖縄」に関する資料収集も行っています。

５

女と男は体のつくりがちがう。でも、そ
れ以外にもちがうところがあるように思
える。本書では、男女のちがいはいった
いどうして、どこからくるのかをユニー
クなイラストとともに説明している。

まだ男性の5%しか体験していない、限
界ギリギリ、だけど贅沢な時間。育休っ
て男は何するの?給付金だけじゃ苦しく
ない?復帰したらどんな感じ?会社員が語
る"リアルな言葉"。

誤解の多い男女共同参画社会について、
ジェンダーの視点から豊富な例証をあ
げて解説。ジェンダーフリーを「性差
の否定」ととらえる風潮に警鐘を鳴ら
す。男女共同参画によって、男性も女
性ももっと豊かに生きられる。

女と男のちがいって? 男コピーライター、
育休をとる

「男だてら」に「女泣き」―
ジェンダーと男女共同参画社
会入門

プランテルグループ (著), ルシ・グティエ
レス (イラスト), 宇野和美 (翻訳) 魚返 洋平 (著) 奥山 和弘 （著）



事業報告 （公財）おきなわ女性財団

実施日：5月20日（木）
場 所：てぃるる1階 ホール
①「児童相談所の役割と連携～虐待の早期発見と未然防止～」
講師：親盛静代氏（中央児童相談所 相談班長）
・児童相談所とは？・児童虐待相談について・統計でみる虐待相談・虐待とはどのようなものか
・虐待が与える子どもの心身への影響と家族の課題などについて
・機関連携のポイント（まとめ） など

②「女性相談所の役割と連携～沖縄におけるＤＶの現状～」
講師：本村佳世子氏（女性相談所 相談班長）
・ＤＶとは・ＤＶの実態・ＤＶを受けていると相談を受けたら・女性相談所の活動内容
・配偶者からの暴力及び被害者の保護等に関する法律について
・沖縄県内における相談の状況 など

③「精神保健福祉センターの役割と連携～精神疾患の基礎知識と支援について～」
講師：宮川治氏（沖縄県立総合精神保健福祉センター所長（精神科医））
・精神疾患と支援の概要・相談旧御三家（気分障害・統合失調症・アルコール依存症）
・相談新御三家（発達障害・依存症・ひきこもり）・総合精神保健福祉センターの概要 など

④「セクシャリティの基礎知識と多様性を踏まえた支援について」
講師：竹葉梓氏（てぃーだあみ／共同代表）、山城彰子氏（てぃーだあみ／共同代表）
・性が「多様」とはどういうことか・セクシャリティを表す言葉
・セクシャルマイノリティの現状と沖縄・カミングアウト
・トランスジェンダーの生活上の困難・同性パートナーの生活上の困難 など

【第1回相談員研修】相談員基礎研修 ～他機関との役割と連携～

６

【ＤＶ防止啓発講座】ＤＶ防止法改正と課題～若年層を取り巻くデートＤＶ被害～

新型コロナウイルス感染の拡大に伴い延期・中止となった講座

★令和3年8月10日に延期になりました！【女性人材育成事業】「てぃるる塾出前講座in石垣」
日にち：6月15日（火）
場 所：八重山合同庁舎 2階 大会議室
講 師：新垣誠氏（沖縄キリスト教学院大学人文学部長）

佐久川 真由美氏（ベッセルホテル石垣島支配人）
高田 朝子氏（法政大学経営大学院ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科教授）

中止【男女共同参画講座イベント】
「あなたらしく生きるために～性の多様性について考える～」

日にち：６月26日（土）
場 所：てぃるる 1階 ホール
講 師：竹内清文氏（NPO法人レインボーハートokinawa理事長）

高倉 直久氏（一般社団法人ピンクドット沖縄 代表理事／
株式会社パームロイヤル 代表取締役総支配人）

玉城 福子氏（日本学術振興会／特別研究員(PD)）
林 千賀子氏（ゆい法律事務所／弁護士）

司 会：狩俣倫太郎氏（ＲＢＣ琉球放送アナウンサー）

親盛静代氏

【ワークライフバランス講座】見える化で家族の時間をつくり出す！

実施日：4月24日（土）
講 師：石垣あきえ氏（沖縄片付けLabo）
場 所：てぃるる2階 会議室1.2.3
内 容：時間の見える化をすることにより、家族での役割分担を行い自分自身や家族の時間をつくる。

・子どもの時間割ボードの作成
・大人の時間割ボードの作成
見える化で家事時間を伝え、家族に家事時間の多さを知ってもらう、また自分時間を組み込む
ことで「やるべき」ではなく「やりたい」と思う、思ってもらうことが大切だと話しました。

本村佳世子氏

宮川治氏

竹葉梓氏
山城彰子氏

石垣 あきえ氏

8/10（火）
に延期
募集中
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女性相談
℡：098-868-4010

国際女性相談
℡：098-880-3402

にじいろ相談
℡：098-880-8434

男性相談
℡：098-868-4011

日
時

火曜～土曜 10：00～17：00
土曜のみ
10：00～17：00

日曜と月曜
10：00～16：00

相
談
方
法

電話／面接（面接は予約が必要です。）
女性からの相談を女性の相談員がお受けします。

電話／面接
（面接は予約が必要です。）

電話

男性からの相談を男性の相談
員がお受けします。
※ 相談は、電話相談のみと
なります。

特別相談（予約が必要です。）
専門家による面接相談
◆法律相談（月2回）
◆こころの健康相談（月1回）

特別相談（予約が必要です。）
専門家による面接相談
◆国際法律相談（週1回）

相
談
内
容

女性が抱える家庭や職場での人
間関係、生き方、心や体の悩み
などの相談をお受けします。

外国人との結婚・離婚など
様々な問題に関する相談をお
受けします。

セクシャリティに関わる悩
みや困りごとをご本人だけ
でなく、家族や周囲の方か
らのご相談もお受けします。

男性が抱える家庭や職場での
人間関係、生き方、心や体の
悩みなどの相談を電話でお受
けします。

休
み

毎週日曜と月曜、年末年始（12/29～1/3） 年末年始（12/29～1/3）
祝日にあたる月曜、年末年始
（12/29～1/3）

沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」 〒900-0036 沖縄県那覇市西3-11-1

発行： 公益財団法人おきなわ女性財団
TEL：098-868-3717 FAX：098-863-8662

HP：https://www.okinawajosei.org/

沖縄県男女共同参画センター管理運営団体
TEL：098-866-9090 FAX：098-866-9088

HP：http://www.tiruru.or.jp/

発行月：令和３年7月

表紙写真 大屋玲奈

～てぃるる相談室～ 公益財団法人おきなわ女性財団では相談窓口を開設しています。
相談料は無料（通話料は相談者負担）、秘密（プライバシー）を固く守ります。

公益財団法人おきなわ女性財団 役員変更のお知らせ

当財団の活動に賛同し、一緒に歩んでくださるみなさまのご入会をお待ちしております。

頂いた会費は各種事業などに活用させていただきます。

●特 典：情報誌「てぃるるちゃんがいく！」や講演会・講座情報などを文書にてお届けいたします。

講演会や講座等へ優先的に参加、当財団が主催する有料講座は会員価格で受講できます。

●年会費：個人会員：3,000円 学生会員：2,000円 団体会員：10,000円

※新規は、入会時期（申込日）により金額が異なります。

（公財）おきなわ女性財団（098-868-3717）までお問合せください。

～賛助会員入会・継続のご案内～

令和３年6月29日の公益財団法人おきなわ女性財団第1回定期評議員会において役員が下記の通り選任されそれぞれ

就任いたしました。

【再任】

理事長 大城 貴代子

理 事 松崎 暁史（弁護士）

監 事 神谷 幸子（税理士）

監 事 下地 喬

【新任】

常務理事 上與那原 美和子（前沖縄県公文書館長）

理 事 伊良波 純子（沖縄県職員関係労働組合委員長）

理 事 前泊 博盛（沖縄国際大学教授）

【退任】

常務理事 垣花 みち子

理 事 稲垣 純一（一般財団法人沖縄ITイノベーション戦略センター理事長）


